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ふれあいもちつき会 
 

１２月３日（火）、今年度も１年生から６年生の「ふれあいもちつき会」が商工会青年

部の皆様、とびしま・ペアレンツの皆様、ＰＴＡ役員・運営委員の

皆様のご協力で行われました。以下が生徒の感想です。 

「ふれあいもちつき会」を通して、つきたてのおも

ちを味わったり、もちつき体験をしたりして地域の皆

様と交流を深めるとともに伝統的な文化に触れ、楽し

い時間を過ごすことができました。 

前日準備から後片付けまで関わっていただいた皆

様、生徒に貴重な体験をさせていただき、ありがとう

ございました。 

人権週間 「絵本の読み聞かせ」 
 

１２月１０日（火）、人権週間に合わせて１～６年生を対象に「おはなしくらぶ」の皆

様が「人権をテーマとした絵本の読み聞かせ」を行ってくださいました。 

絵本の読み聞かせは、どの学年も楽しみにしており、真剣に食い入るように絵本を見な

がら、しっかり話を聞くことができました。 

 
読み聞かせが終わった後、生徒から

は右のようなつぶやきが聞えてきまし

た。日頃、「人権」を意識していない

生徒にとって、改めて人権感覚に触れ

る時間となりました。 

 下記は学園のメディアセンターにある人権に関連する絵本です。一度、ご家庭でもお読

みいただいてはいかがでしようか。 
 

 

（飛島学園学校運営協議会） 

学園 家庭 地域が一体となり、あすの飛島を拓く子を育てよう 

・おろしのもちがすっきりしていておいしい。 

・やわらかくておいしかったので、おかわりをした。 

・うすのもちをさわったら、とても熱いのでびっくりした。 

・おもったところにきねがふりおろせなかったが、楽しかった。 

・来年もまたやりたい。 

・そんなに不安に思わなくてもいいんだ。 

・自分が考えたように生きていくことが大事。 

・自分にもいいところがあることがわかった。 

・友だちを大切にする。 

・いじめだよ！ ・わたしのせいじゃない ・こんなのへんかな？ ・ともだち  ・おおきな木 

・みんなとおなじくできないよ ・見えなくてもだいじょうぶ？ ・わたしから、ありがとう 

・だいじょうぶ だいじょうぶ ・ころべばいいのに ・みえるとかみえないとか ・しげちゃん 

・たいせつなことふしぎなともだち ・おちびさんじゃないよ ・くれよんのくろくん  

・わたしがいじわるオオカミになった日  ・彼の手は語りつぐ  ・どんなかんじかな 

 

 

 



飛島未来探究科「TOBI 探」６年生 「防災マップづくり」 
 
６年生では、１０月から避難をするとき役立つ防災マップづくりに取り組みました。 

  

 

 

  
１０月２３日（木）、飛島村で災害が起きたとき、通学路のどこが危ないのか、また、

危険な箇所（犯罪や交通事故の見方も含めて）や避難するときの経路などを、通学団ご
とに集合場所から学園までいきいきクラブ（敬老会）の皆様と一緒に歩きながら調べま
した。 

1 時間目には、防災フィールドワークで撮ってきた写真をもとに調べて気付いたことや
疑問点について教えていただいたことなどをタブレットを使ってまとめました。 

 

１２月１１日（木）、防災フィールドワークで一緒に歩いてくださったいきいきクラブ

の皆様に地図と危険箇所のまとめの説明が関連図けられているデジタル防災マップの発

表会を行いました。

 
生徒は、この防災マップづくりを通して、通学路における災害や危険から自分の命を

守ろうとする防災意識が高まりました。また、疑問に思ったことを地域のことに詳しい

方に尋ねたり、解決に向けてアドバイスをいただいたりすることで課題が解決すること

に触れ、探究することの楽しさに気付くことができました。

 以下は、発表会後にいきいきクラブの皆様からいただいた声です。 

 

 

 

 

 

 

・防犯カメラに視点が向けられたことがよかった。 

・安全な地域だと思っていたが、様々な危険があることがわかってよかった。 

・災害の発生を予測して、危険個所を確認し、対応策を考えることができた。 

・デジタルマップは、現地の写真とコメントでとてもわかりやすい。 

・自分の通学団では、何が危険なのか認識できてよかった。 

・自分の命は、自分で守ることを意識し、安全とは何か考える学習に取組んでいる

ことがよい。 

地域での災害時に役立つものや危険なものや場所などを地図上に

書き込んだもので、自然災害発生時の行動計画を示した地図 
防災マップとは 


